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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
強塩基及び錯体形成剤を含む除去剤により除去可能な保護コーティングを温室の外側の表
面に含み、ここで、該保護コーティングが顔料及びバインダーを含むところの温室におい
て、該バインダーが、メチルメタクリレート、ブチルアクリレート,2-エチルヘキシルア
クリレート、エチルアクリレート、メタクリル酸及びアクリル酸の群から選ばれる1以上
のモノマーを基礎とし、かつ10,000～100,000の重量平均分子量及び40～250の酸価を有す
るビニルポリマーであり、かつ該顔料が、炭酸カルシウム、酸化チタン、ケイ酸塩、石膏
、バライト及びこれらの組合せの群から選ばれることを特徴とする温室。
【請求項２】
バインダーが15,000～75,000の重量平均分子量を有するところの請求項1に従う温室。
【請求項３】
バインダーの酸価が60～160の間であるところの請求項1～2のいずれかひとつに従う温室
。
【請求項４】
バインダーが2～6の多分散度を有するところの請求項1～3のいずれかひとつに従う温室。
【請求項５】
バインダーのガラス転移温度が10～60℃の間であるところの請求項1～4のいずれかひとつ
に従う温室。
【請求項６】
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バインダーが、保護コーティングの重量を基礎として4～60重量％の量で存在するところ
の請求項1～5のいずれかひとつに従う温室。
【請求項７】
顔料が、保護コーティングの重量を基礎として30～95重量％の量で存在するところの請求
項1～6のいずれかひとつに従う温室。
【請求項８】
保護コーティングが接着促進剤をさらに含むところの請求項1～7のいずれかひとつに従う
温室。
【請求項９】
接着促進剤がシランの群から選ばれるところの請求項8に従う温室。
【請求項１０】
保護コーティングが顔料分散剤をさらに含むところの請求項1～9のいずれかひとつに従う
温室。
【請求項１１】
保護コーティングがさらに増粘剤を含むところの請求項1～10のいずれかひとつに従う温
室。
【請求項１２】
強塩基及び錯体形成剤を含む除去剤で除去可能な保護コーティングを温室の外側の表面に
形成し、かつ実質的に透明な表面に保護剤を施与することを含み、ここで、該保護剤が乾
燥後に保護コーティングを形成し、かつ該保護剤が、炭酸カルシウム、酸化チタン、ケイ
酸塩、石膏、バライト及びこれらの組合せの群から選ばれる顔料、並びに水に保持された
バインダーを含むところの方法において、該バインダーが、メチルメタクリレート、ブチ
ルアクリレート,2-エチルヘキシルアクリレート、エチルアクリレート、メタクリル酸及
びアクリル酸の群から選ばれる1以上のモノマーを基礎とし、かつ10,000～100,000の重量
平均分子量及び40～250の酸価を有するビニルポリマーであることを特徴とする方法。
【請求項１３】
保護剤が、アンモニア、1～8の炭素原子を含有するアルキル基を有するモノ-、ジ-及びト
リアルキルアミンの群から選ばれる弱塩基をさらに含むところの請求項12に従う方法。
【請求項１４】
弱塩基が、保護剤の重量を基礎として0.2～5重量％の量で存在するところの請求項13に従
う方法。
【請求項１５】
保護コーティングが、強塩基及び錯体形成剤を含む除去剤で処理され、強塩基が除去剤の
重量を基礎として1～10重量％の量で存在するところの請求項1～11のいずれか1つに従う
温室から保護コーティングを除去する方法。
【請求項１６】
錯体形成剤が、除去剤の重量を基礎として2～10重量％の量で存在するところの請求項15
に従う方法。
【請求項１７】
除去剤が有機溶剤をさらに含むところの請求項15～16のいずれかひとつに従う方法。
【請求項１８】
有機溶剤がテトラヒドロフラン、ベンジルアルコール及び高級アルコールの群から選ばれ
るところの請求項17に従う方法。
【請求項１９】
除去剤が、除去剤の重量を基礎として10～30重量％のベンジルアルコールを含むところの
請求項18に従う方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、除去可能な保護コーティング、及び保護剤及びこのコーティングを形成する方
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法に関する。
園芸において、多くの植物が温室で育てられる。従って、それらは最適化された条件、例
えば温度、光の量、湿度などからの恩恵を受ける事ができる。しかし、ここでの問題は、
栽培される植物が暖かく天気の良い条件下で大量の放射線にさらされ、これが植物の生存
条件及び生長を妨げうる事、及びそれらに焼けさえも引き起こしうることである。この問
題を防ぐために、春と夏の間、温室の透明な表面に保護コーティングを施すことにより過
度の放射線の負の効果から植物を保護する事が園芸における通例である。
【０００２】
このような保護コーティングによって満たされるべき主な要求のひとつは光と熱からの十
分な保護が達成されることである。この要求を満たすため、保護コーティングは顔料、例
えば白亜又は酸化チタン、を含有すべきである。更に重要な要求は、保護コーティングが
それから形成されるところの保護剤が温室の表面と十分な接着性を示すことである。この
接着強度が低すぎると、コーティングは天候の影響に耐えられず1シーズンに何度もコー
ティングを修復、又は取り換える事が必要となるだろう。接着強度が強すぎるとシーズン
の終わりにコーティングを除去するために多大な労力を必要とする。
【０００３】
【従来技術】
欧州特許出願0428937において、ポリマー状バインダーと顔料、例えばアルミニウム顔料
、チタン顔料又は炭酸カルシウムを基礎とした保護剤の使用が提案されている。ポリマー
状バインダーの性質については特別な要求は設定されていない。
【０００４】
実際、多くのポリマー状バインダーが保護剤に対して高すぎる接着強度を与えることがわ
かった。これは特に、シーズンの終わりに保護コーティングを取り除くことを労働集約的
とし、及び/又は強力な薬品の使用を要求し、これは衛生状態及び環境への配慮の故に望
ましくない。
【０００５】
欧州特許出願0478067は、保護コーティングを温室へ施与する方法を開示し、このコーテ
ィングは太陽の放射線に対する保護をもたらす。保護剤の薄層が表面に施与され、化学変
化の後に、安定なコーティングが得られる。シーズンの終わりにコーティングを取り除く
ために、コーティングが除去剤で処理され、これがコーティングの安定性と耐水性を取り
除く。続いて表面が、水ですすがれることにより容易に洗浄されうる。
【０００６】
この欧州特許出願に従い使用される保護剤は、無機顔料とポリマー状バインダーを基礎と
する。この唯一の実施例は、顔料として炭酸カルシウム及びバインダーとして部分エステ
ル化されたスチレンとマレイン酸無水物のコポリマーの使用を示す。
【０００７】
EP-A-0478067に記載された剤から形成される保護コーティングは、天候の影響に対する不
十分な耐性を示す。このようなコーティングは1シーズンの過程の中で、頻繁に修復又は
数回再施与さえもされなければならない。コーティングの不安定性は、例えばUV放射線に
よる、バインダーのポリマー鎖の分解によると考えられる。この分解は、バインダーの連
鎖を短くし、それによって保護コーティングの接着強度を減少させる。バインダーのポリ
マー連鎖の分解の負の効果は上述のスチレンと無水マレイン酸のコポリマーにおいていっ
そう大きく、これはこのポリマーの連鎖がそのままですでに短いためである。
【０００８】
欧州特許出願0533367は、α、β-エチレン性不飽和のカルボン酸、他のα、β-エチレン
性不飽和のモノマー及び両親媒性モノマーのコポリマーを基礎とするコーティングを開示
する。この出願の実施例において、記載されたコーティングはスチール板上でテストされ
た。主題に関連すると考えられる特性は、乾燥時間、金属パウダーの腐食及び酸性雨に対
する耐性、及び水性塩基性溶液による除去性である。
【０００９】
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欧州特許出願0578498は、耐熱性と加工性が改良された特定のアクリル系ポリマーに関す
る。このポリマーは、1、000～1、000、000の数平均分子量、-80℃以上のガラス転移温度
、及び5以下の分子量分布を有する。このポリマー、の意図された使用は、なかんずくア
クリルゴム、感圧接着剤、分散剤、アスファルトへの添加剤、コーティング、繊維加工助
剤、及び樹脂と水性インクの改良剤である。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
(太陽の)放射線に対する保護をあたえ、従来技術からの上述の不都合が起こらないような
接着強度を有する保護コーティングを提供することが本発明の目的である。さらに意図さ
れることは、保護コーティングが、もはや必要とされないときに容易に除去され得ること
である。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
顔料と特定のバインダーを含む保護剤から保護コーティングが形成される場合に、これら
の目的が達成されることが見出された。従って本発明は、強塩基及び錯体形成剤を含む除
去剤により除去可能な保護コーティングを温室の外側の表面に含み、ここで、該保護コー
ティングが顔料及びバインダーを含むところの温室において、該バインダーが、メチルメ
タクリレート、ブチルアクリレート,2-エチルヘキシルアクリレート、エチルアクリレー
ト、メタクリル酸及びアクリル酸の群から選ばれる1以上のモノマーを基礎とし、かつ10,
000～100,000の重量平均分子量及び40～250の酸価を有するビニルポリマーであり、かつ
該顔料が、炭酸カルシウム、酸化チタン、ケイ酸塩、石膏、バライト及びこれらの組合せ
の群から選ばれることを特徴とする温室に関する。
【００１２】
驚くべきことに、本発明に従う保護コーティングは優れた接着力を有することが見出され
た。該コーティングは、中間での修復を必要とせず、放射線に対する長期保護を与えるの
に十分に安定である。さらに、該コーティングは、種々の天候の影響、例えば雨、霜およ
びUV放射線に対して著しく抵抗力がある。本発明に従う保護コーティングの他の大きな特
長は、特に労働集約的とならず、環境に許容できない影響を与える及び/又は健康障害を
引き起こす化学物質を必要としない態様で除去され得ることである。
【００１３】
本発明に従う保護コーティングは、種々の物質に施与されうる。好ましくは、この表面は
実質的に透明な表面、例えば温室、例えば園芸用温室の外側の表面である。典型的には、
表面はガラス又はプラスチックで作られるだろう。慣例的に使用されるプラスチックは、
例えばポリカーボネート、ポリオレフィン、ポリエチレンテレフタレート及びポリエステ
ルである。
【００１４】
上述したように、本発明に従う保護コーティングは、顔料とバインダーを含む。好ましく
は顔料は、保護コーティングの重量を基礎として30～95重量％の量、さらに好ましくは40
～85重量％の量で存在する。バインダーは好ましくは、保護コーティングの重量を基礎と
して4～60重量％の量、さらに好ましくは6～45重量％の量で存在する。これらの成分をこ
れらの量で含有する保護コーティングは、最適な保護作用と最適な接着強度の両方を有す
ることが見出された。
【００１５】
顔料として、本発明に従う保護コーティングがそれから形成され、かつ(太陽の)放射線に
対して要求される保護作用をコーティングに与えるところの保護剤中で好適に分散される
ことができる任意の物質が使用され得る。好ましくは、白い保護コーティングを生成する
顔料が使用される。好適な顔料は、炭酸カルシウム、酸化チタン、ケイ酸塩例えばマグネ
シウム又はアルミニウムシリケート、石膏、バライト及びこれらの組合せの群から選ばれ
る。保護コーティングに要求される特性に依存して、当業者は適切に顔料を選択できる。
酸化チタンは非常に高い隠ぺい力を有し、それゆえその比較的少量だけを必要とする。そ
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の結果、バインダーと顔料の比率はより好ましくなる。顔料に対して多量のバインダーが
使用され得る場合、保護コーティングの耐候性はより良好である。炭酸カルシウムの使用
の有利な点は、これを基礎とした保護コーティングは、湿気の多い天候において若干透明
となり、従って温室内の光強度が天候の状態に対して自己調節できることである。さらに
、炭酸カルシウムは経済的に魅力的な天然品であり、除去の後に、視覚的な又は他の環境
汚染を仮に起したとしてもわずかしか起さない。
【００１６】
本発明に従う保護コーティングの重要な構成成分はポリマー状バインダーである。この構
成成分は、表面へのコーティングの十分な接着が得られ、一方それにもかかわれずコーテ
ィングが、任意の所望時点において容易に除去され得る様に選ばれるべきである。本発明
に従い、バインダーとして、10,000～100,000の重量平均分子量及び40～250の酸価を有す
るポリマーが使用される。
【００１７】
バインダーの重量平均分子量は低すぎるべきではない。低い重量平均分子量は通常短いポ
リマー鎖を示し、これは使用される保護剤に於いてより劣ったバインディング効果を引き
起こす。さらに、(UV)放射線の影響下でのバインダーの分解は、長い連鎖が切断されると
きよりも短い連鎖が切断されるときに、より影響を及ぼす。高すぎる重量平均分子量もま
た不利益を伴う。バインダーの連鎖が長すぎると、しばしば保護剤の粘度が高くなりすぎ
るだろう。すると、本剤を表面に施与することが困難となる。ポリマー状バインダーの重
量平均分子量が15,000以上、好ましくは20,000以上、75,000以下、好ましくは50,000以下
であることが好まれる。重量平均分子量は、好ましくはゲルパーミュエーションクロマト
グラフィー(GPC)で適切に決定され得る。この方法は、それ自体公知であり、これに関し
て当業者に公知の様式、例えばテトラヒドロフランを溶媒としポリスチレンを外部標準と
して行われ得る。
【００１８】
本発明に従うバインダーにより満たされるべき他の要求は、それが40～250の酸価を有す
ることである。酸価は、ポリマー状バインダーの1連鎖あたりのフリーの酸基の平均数と
関係する。この値は好ましくは60～160である。酸価は水酸化カリウムによる滴定により
、終点がポテンショメーター的に決定されることによって決定され得る。従って酸価は、
ポリマー状バインダーのグラムあたりの、滴定において使用された水酸化カリウムのミリ
グラム数に相当する。
【００１９】
本発明に従い、保護剤中のバインダーとしての使用に好適なポリマーは2～6、好ましくは
3～5の値の多分散度を好ましくは有する。ここで用いられる「多分散度」という語は、重
量平均と数平均分子量の比(Mw/Mn)を意味する。数平均分子量は、重量平均分子量と同様
にGPCを用いて決定され得る。
【００２０】
好ましくは、バインダーは10～60℃の間、特に好ましくは20～50℃の間の範囲のガラス転
移温度を有する。この要求を満足するポリマーを基礎とする保護コーティングは、温室の
表面への特別に好適な接着を示すことが見出された。バインダーとして前述の範囲内のガ
ラス転移温度を有するポリマーの使用は、良好な取り扱い特性を有し、かつ保護コーティ
ングを形成するための施与が容易である保護剤を与えることもまた見出された。
【００２１】
バインダーとして、ホモポリマーとコポリマーの両方が使用され得る。バインダーにおけ
るモノマーの性質は、すでに述べられたパラメーターよりも重要ではない。
【００２２】
バインダーは好ましくはビニルポリマーである。バインダーとしてのビニルポリマーの使
用は、非常に好適な保護コーティングを与える。好適なモノマーは、例えばビニル芳香族
モノマー、例えばα-メチルスチレン及びスチレン、アクリロニトリル、メタクリロニト
リル、アクリルアミド、酢酸ビニル、塩化ビニル、フェノキシエチルアクリレート、多官
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能性アクリレート、例えばヘキサンジオールジメチルアクリレート、グリコールジメチル
アクリレート、ジビニルベンゼン及びメタクリル酸又はアクリル酸のエステル、又はこれ
らのエステルの混合物である。好適なエステルの例は、アルキルエステル(ここでアルキ
ル基は1～20の炭素原子を含有する)、アルコキシアルキルエステル、例えばブトキシエチ
ルアクリレート及びブトキシアルキルメタクリレート、及びヒドロキシアルキルエステル
を包含する。アクリル酸又はメタクリル酸のエステルはポリマーの90％までを占めること
ができる。アクリロニトリル又はアクリルアミドがビニルポリマー中に存在する場合、こ
れらのモノマーは典型的に10～15重量％より少ない量でポリマー中に存在するだろう。ス
チレンと酢酸ビニルはそれぞれポリマー重量の30及び50％までを占めてもよい。他の好適
なモノマーは酸モノマー、例えばアクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、フマル酸、ク
ロトン酸、イタコン酸、アコニット酸及びこれらの部分エステル、及びマレイン酸無水物
等である。これらの酸モノマーは50重量％までの量で存在し得る。特に好適なモノマーは
、メチルメタクリレート、ブチルアクリレート,2-エチルヘキシルアクリレート、エチル
アクリレート、スチレン、メタクリル酸及びアクリル酸である。
【００２３】
さらに、ポリマーが全体的に又は部分的に架橋されることも可能である。架橋モノマーと
して適当なものは、メチロールアクリルアミド、メチロールメタクリルアミド等である。
これらの架橋モノマーは典型的にポリマーの5重量％を超えない部分を占めるだろう。
顔料、弱塩基及びバインダーに加えて、本発明に従う保護コーティングはさらにいくつか
の他の成分を含むことができる。
【００２４】
例えば保護コーティング中に接着促進剤を含むことは有益である。表面へのコーティング
の接着は接着促進剤の存在により改良され、一方保護コーティングの除去の容易性は、ほ
とんど影響を受けない(たとえ受けたとしても)。保護コーティングが与えられるべき表面
の材料に依存して、当業者は好適な接着促進剤を選択できるだろう。好ましくは接着促進
剤は水溶性でアミノ基を含まなければならない。ガラス表面上への使用には、シラン、例
えばγ-アミノプロピルトリエトキシシラン、γ-アミノプロピルトリメトキシシラン、γ
-(メチルアミノ)プロピルトリメトキシシラン、γ-アミノプロピルメチルジエトキシシラ
ン、γ-(2-アミノエチル-3-アミノプロピル)トリエトキシシラン及びγ-(2-アミノエチル
-3-アミノプロピル)メチルジメトキシシランの使用が推奨される。接着促進剤は、保護コ
ーティングの重量を基礎として0.05～1重量％、好ましくは0.1～0.3重量％の量で典型的
に保護剤中に存在する。
【００２５】
特長をもたらす他の構成成分は顔料分散剤である。このような物質の存在は、保護コーテ
ィングを形成するために希釈された形で施与された保護剤の乾燥中の顔料の凝集を防止す
る。顔料分散剤は、保護コーティングの量を基礎として0.1～0.5重量％の量で存在してよ
い。顔料分散剤の性質は、保護コーティング中に存在する顔料の性質に依存する。例えば
、ナトリウムヘキサメタホスフェートは、炭酸カルシウムが顔料として使用される場合に
は非常に好適である。二酸化チタンが顔料として使用される場合、例えばポリマー状多官
能性界面活性剤、例えばSer-Ad FA607(商標)(ヒュルズ AG社から入手可能)が顔料分散剤
として特に優秀に使用され得る。
【００２６】
本発明に従う保護コーティングを形成するための保護剤の粘度を最適化するために増粘剤
が含まれることができる。保護剤の最適な粘度は、コーティングが表面に施与される方法
に依存する。表面が保護剤ではけ塗りされる場合、表面が保護剤でスプレー塗りされる場
合より高い粘度が望ましいであろう。さらに、厚いコーティングを得るために粘度が十分
でなければならない。当業者の一般的な専門知識を基礎として、当業者は与えられたいず
れのケースにおいても、どの粘度が最も好適かを決定することができるだろう。増粘剤の
例は有機及び無機増粘剤、例えばヒドロキシエチルセルロース、マグネシウムアルミニウ
ムシリケート及びこれらの組合せを含む。増粘剤の量は、要求される粘度に合わせられ、
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典型的に保護コーティングの重量を基礎として1～5重量％の間である。
【００２７】
保護コーティングのその他の追加の構成成分として述べられるべきものは、分散剤、界面
活性剤、消泡剤、保存剤等である。
【００２８】
本発明は保護コーティングを形成する保護剤にも関することは、上述のように明らかであ
る。保護剤はすでに述べられた保護コーティングの構成成分に加えて、水を含有するであ
ろう。保護剤が炭酸カルシウムを顔料として含む場合、特定された比率の、保護コーティ
ングの上述の構成成分が1.5～5倍に希釈されるような量の水を含有する。酸化チタンが顔
料として使用される場合、この希釈は5～12倍の係数である。揮発性の有機溶媒が使用さ
れる必要がないことは本発明の特長である。
【００２９】
好ましくは、本発明に従う保護剤中には弱塩基も存在する。それは、本剤の1以上の成分
中に存在するフリーの酸基を中和する。弱塩基の存在は、保護コーティングが形成される
ときの乾燥中における、保護剤の改善されたフィルム形成を導くことも見出された。好ま
しくは、弱塩基は、アンモニア、1～8個の炭素原子を含有するアルキル基を有するモノ-
、ジ-及びトリアルキルアミンから成る群から選ばれる。特別に好ましいものはアンモニ
アである。
【００３０】
弱塩基は保護剤の重量を基礎として、好ましくは0.2～5重量％、さらに好ましくは0.4～3
重量％の量で存在する。
【００３１】
述べられたように、保護コーティングを形成する保護剤の施与は種々の手段で行われ得る
。可能な手段はスプレー、ブラッシング等を含む。コーティングの保護作用は施与の態様
によっては(影響されたとしても)ほとんど影響されない。
【００３２】
時間の経過において、例えばシーズンの終わりに、保護コーティングが除去されるべき時
、本発明に従うコーティングは、強塩基と錯体形成剤を含む除去剤で処理される。除去剤
は、保護コーティング中のバインダーを水溶性にさせる。
【００３３】
強塩基は好ましくは除去剤中に、除去剤の重量を基礎として2～10重量％、より好ましく
は2～5重量％の量で存在する。適当な強酸は、例えばアルカリ金属水酸化物、例えば水酸
化ナトリウム、水酸化カリウム及び水酸化リチウムである。水酸化ナトリウムが好ましい
。
【００３４】
強塩基に加えて、好ましくは錯体形成剤が存在し、好ましくは除去剤重量に基づき2～10
重量％の量で存在する。特にニトリロ3酢酸の3ナトリウム塩又はエチレンジアミン4酢酸
の4ナトリウム塩の使用が、保護コーティングが溶解性となることを大きく促進すること
が見出された。ニトリロ3酢酸の3ナトリウム塩の使用が好ましい。この物質は適当にかつ
素早く生分解可能である。
【００３５】
特にプラスチック上に与えられた保護コーティングが除去されるべき場合、有機溶剤をさ
らに含む除去剤の使用が大きな利点となることが見出された。除去剤に加えて、有機溶剤
を別途に使用することもまた可能である。後者の選択肢は、使用される有機溶剤がアルカ
リ耐性であることを必要としない点で有利である。非常に多くの溶剤が別途の成分として
の使用に適切である。例は、ベンジルアルコール、テトラヒドロフラン、1,4-ジオキサン
、ジメチルスルフォキサイド、高級アルコール、例えばブタノール、ペンタノール、ヘキ
サノール、シクロヘキサノール及びこれらの異性体及びシクロヘキサノンを含む。有機溶
剤は保護コーティングのよりいっそう容易な除去をもたらす。
【００３６】
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除去剤中において有機溶剤を使用することは好ましい。これは保護コーティングを除去す
る手順の単純化に特に有利である。この場合、アルカリ耐性有機溶剤が使用されるべきで
ある。有機溶剤の量は、除去剤の量を基礎として好ましくは10～30重量％、より好ましく
は15～25重量％である。特別に好ましいものはベンジルアルコールの使用である。ベンジ
ルアルコールは揮発性が少なく、人及び動物への毒性が少なく、燃えにくく、それゆえ除
去剤で作業する人の健康は危険にさらされない。保護コーティングの除去後にベンジルア
ルコールが最終的に環境へ放出された場合、これは許容できない汚染を生じない。
【００３７】
述べられた構成成分に加えて、除去剤は増粘剤、例えばキサンタンガムをさらに含有し得
る。キサンタンガムは除去剤を高度に擬似塑性とし、それゆえ施与時に低粘度に、施与後
に高粘度になる。この特性は本剤を早すぎる表面からの流出から防止する。さらに除去剤
は表面張力を低下させる物質、すなわち乳化剤を含み得る。例えば、ドデシルベンゼンス
ルフォン酸のナトリウム塩が好適である。
【００３８】
保護コーティングを除去するために、コーティングは上述の除去剤で処理される。この処
理は、除去されるべきコーティングに対して除去剤を、スプレー又は注ぐことにより好適
に施与することを含む。典型的に、除去剤は5～10倍の希釈で使用される。除去剤の施与
後、表面は水ですすがれうる。雨により洗い流すことも可能である。その後、実質的に全
ての保護コーティングが除去されているであろう。
【００３９】
本発明は、ここで以下の実施例において及び実施例によりさらに明らかにされる。
【００４０】
【実施例】
実施例1：保護剤の調製
反応容器内へ以下の物質が指定された順番で相互に加えられた：

得られた混合物は、高せん断条件下で20分間撹拌された。
次に、以下の物質が順次加えられた：

再度、均一な生成物が形成されるまで強力な撹拌が行われた。
*)使用されたポリマーディスパージョンは４5％の固形分含有量、及び固形分含有量に基
づいて計算された7３の酸価を有した。バインダー中のポリマーはアクリレートモノマー
から専ら形成された。
結果として得られた生成物の20℃における粘度：
20Pa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 5)
使用する希釈体の20℃における粘度(1.5重量部の水で希釈された1重量部の生成物)：
20mPa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 1)
【００４１】
実施例2：除去剤の調製
反応容器内へ以下の物質が指定された順番で相互に加えられた：
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得られた混合物は、増粘が起こるまで中速で混合された。
次に、以下のものが順次加えられた：

均一な生成物が形成されるまで撹拌が行われた。
結果として得られた生成物の20℃における粘度：
30Pa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 5)
使用する希釈体の20℃における粘度(5重量部の水で希釈された1重量部の生成物)：
40mPa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 1)
【００４２】
実施例3：保護コーティングの形成
実施例1の保護剤が1.5重量部の水で希釈され、早春にスプレーによってガラス製園芸用温
室に施与された。6ヵ月後、形成された保護コーティングはまだまったく損なわれていな
かった。
【００４３】
実施例4：保護コーティングの除去
秋に実施例2の除去剤が、使用するために5重量部の水で希釈され、実施例3の保護コーテ
ィングにスプレーによって施与された。数回の降雨の後(これは数日の間に降った)、保護
コーティングは雨により完全に洗い流されたことがわかった。
【００４４】
実施例5：保護剤の調製
反応容器内へ以下の物質が指定された順番で相互に加えられた：

得られた混合物は、要求される細かさに達するまで高せん断溶解器で分散された。
次に、以下の物質が順次加えられた：

均一な混合物が得られるまで撹拌が行われた。次に、以下の物質が順次加えられた：

均一な生成物が形成されるまで強力な撹拌が行われた。
*)使用されたポリマーディスパージョンは45％の固形分含有量、及び固形分含有量に基づ
いて計算された73の酸価を有した。バインダー中のポリマーはアクリレートモノマーから
専ら形成された。
結果として得られた生成物の20℃における粘度：
10Pa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 5)
使用する希釈体の20℃における粘度(4重量部の水で希釈された1重量部の生成物)：
15mPa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 1)
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実施例６：除去剤の調製
反応容器内へ以下の物質が指定された順番で相互に加えられた：

得られた混合物は、増粘が起こるまで中速で混合された。
次に、下記のものが順次加えられた：

均一な生成物が形成されるまで撹拌が行われた。
結果として得られた生成物の20℃における粘度：
10Pa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 5)
使用する希釈体の20℃における粘度(5重量部の水で希釈された1重量部の生成物)：
20mPa.秒(Brookfield 0.5rpm,スピンドル 1)
【００４６】
実施例７：保護コーティングの形成
早春に、実施例5の保護剤が4重量部の水で希釈され、スプレーによってプラスチック製園
芸用トンネルに施与された。6ヵ月後、形成された保護コーティングはまだまったく損な
われていなかった。
【００４７】
実施例8：保護コーティングの除去
秋に、実施例6の除去剤が、5重量部の水で希釈され、実施例7の保護コーティング上にス
プレーによって施与された。作業のすぐ後、保護コーティングは水の噴射より完全に除去
された。
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